































































On the Architectural Structuration of the Place for Study in the Shizutani School



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  4）特別史跡閑谷学校顕彰保存会（企画）『増訂 閑谷学校
史』福武書店、1987、口絵の「閑谷学校配置図（現在）」に
領域名称等を筆者加筆。
  5）『特別史跡並びに重要文化財閑谷学講堂外四棟保存修
理（第一期）工事報告書』岡山県教育委員会、1961、4頁の
「第1図 講堂平面」に室名称等を筆者加筆。
  6）2009年8月6日筆者撮影。
  7）『特別史跡並びに重要文化財閑谷学聖廟、閑谷神社々殿
及び石塀保存修理（第二期）工事報告書』岡山県教育委
員会、1962、図面第一図「聖廟配置図」に要素名称等を筆
者加筆。
  8）2009年8月6日筆者撮影。
  9）2010年8月5日筆者撮影。
 10）2009年8月6日筆者撮影。
 11）2010年8月5日筆者撮影。
 12）特別史跡閑谷学校顕彰保存会（企画）、前掲書、口絵の
「閑谷学校配置図（現在）」に分析図等を筆者加筆。
儀」終了後に行われる御祝儀頂戴には、こうした学習施設を
用いることはなく、飲室や学房学舎の食堂が用いられた。中
村義雄「閑谷学校の史跡・文化財 二　講堂 小斎・公門・
習芸斎及び飲室・文庫（付火除山・学房跡）」『閑谷学校研
究』第3号、特別史跡閑谷学校顕彰保存会、1999年5月、
150頁を参照。
 18）泮池とは、中国古代の諸侯が設けた学校の東西門以南の
半周をめぐっていた堀状の池のこと。天子の設けた学校に
は四周にこうした池がめぐっていたため、水が半分の池とい
う意味で、泮池と呼ばれる。
 19）現在、小斎と玄関とのあいだにこうした仕切塀はないが、閑
谷学校を描いた古図にはしばしば表れている。図2に示し
た、文化10（1813）年に武元君立が作成した「閑谷学図」に
も描かれている。
 20）泮池の水は、東の御納所に沿って流れる谷川から導き、西
の山裾を流れる閑谷川へ落とすようになっていた。
 21）儒学教育施設であるから孔子を祀る聖廟が重視されるのは
当然として、講堂も各学派の教育方法に応じて重視される
場合がある。個性尊重の立場から自主学習を重んじた徂徠
学派では、広間型講堂を不要としたが、朱子一点に集中し
て講釈中心の教育を行った闇斎学派では、広間型講堂が
不可欠であった。闇斎学派に通じる朱子学派でも、広間型
講堂への要請は強かった。
 22）孔子の金銅椅座像は、元禄14（1701）年に、津田永忠が、
京都の儒者中村惕斎に監修を依頼して、京都の名工に鋳
造させたもので、宝永元（1704）年に鋳造された光政の金銅
座像とともに、宝永4（1707）年に至って、大成殿と芳烈祠と
に、それぞれ安置された。
 23）閑谷学校の楷の木は、白沢保美林学博士が、大正4
（1915）年に中国曲阜の孔子の墓所から楷の実を持ち帰
り、播種・育苗して、全国の儒学に縁のある施設等に分けら
れたものうちの2本である。
 24）藩学校では、講堂の東側と西側とに各5棟並んだ学舎のう
ち、講堂近くの西側南端の松舎が、藩主臨学の施設に充て
られていた。残る9棟の学舎と規模においても、造りにおいて
も同等のものである。
 25）忍岡林家塾・昌平坂学問所に関しては、主に次を参照し
た。『日本教育史資料 七』、387-466頁。中山久四郎（編）
『日本教育史基本文献・史料叢書57 聖堂略志』大空社、
1998。石川謙、前掲書、169-221頁。西山松之助（監）『湯
島聖堂と江戸時代』斯文会、1990。城戸久・高橋宏之、前
掲書、117-126頁
